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「つくば Science Edge 2013」開催趣旨

みんなのアイデアが「未来の科学」の扉を開く！
「つくばScience Edge2013 サイエンスアイデアコンテスト」は、「未来の科学者」の芽を発掘し、育
てる試みとして、今年で3回目の開催となりました。科学に関するアイデアを世界的レベルの研究
者・科学者の前で発表し、その方々とディスカッションします。開催場所は、国内外の一流の研究者
も研究発表を行う、「つくば国際会議場」。中高生の皆さんが“本物の空気”に触れながら、科学に関す
る興味・関心を深める機会となっています。

本年の開催は3月23日土曜。オーラルプレゼンテーション、ポスターセッションの参加数は、86チー
ム。当日の総入場者数は418名でした。ワークショップには、14の企業・大学が協力。たくさんの生
徒・先生・保護者の皆さまが楽しんでくださいました。

■ 名　　称 ： �つくば Science Edge 2013
■ 場　　所 ： �つくば国際会議場 〒305-0032茨城県つくば市竹園2-20-3  

TEL029-861-0001
■ 日　　時 ： �2013年3月23日(土)
■ 応募対象、参加 ： �理科系研究に熱心な中学・高校生（国内およびアジア各国）
■ 主　　催 ： �つくば Science Edge 2013実行委員会
■ 共　　催 ： �株式会社JTBコーポレートセールス
■ 後　　援 ： �独立行政法人科学技術振興機構(JST)、 

茨城県、つくばサイエンス・アカデミー
■ 協賛企業・大学
インテル株式会社、宇部興産株式会社、KDDI株式会社、大学共同利用機関法人高エネルギー加速器
研究機構(KEK)、CYBERDYNE株式会社、タンガルーママリンエジュケーションセンター＆コンサ
バーションセンター、大日本印刷株式会社、日本科学未来館, 日本・バイオ株式会社、日立化成株式会
社、お茶の水女子大学、筑波大学、東京大学サイエンスコミュニケーションサークルCAST
■ 協　　力 ： ��独立行政法人宇宙航空研究開発機構(JAXA)、株式会社ビクセン、茨城大学
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受付開始は8:30。午前
は、アイデアコンテスト

（プレゼン部門）を行い、
記念撮影やランチタイ
ムをはさんで、午後から
はワークショップや講演
を行いました。ポスター
セッションは、並行して
開催されました。

当日プログラム

オーラルプレゼンテー
ション発表者とのディス
カッションを担当する審
査員は、つくば国際会議
場館長、つくばサイエン
ス・アカデミー会長であ
る江崎玲於奈博士をはじ
めとする、つくば・サイ
エンスアカデミー会員の
研究者です。

審査員紹介

［ 物理学者 ］江崎玲於奈博士

東京大学理学部物理学科卒業。ノーベル物理学賞（1973年）、文化勲
章（1974年）、米国物理学会国際賞（1985年）などの受賞歴、科学分
野における多大な功績を残す物理学者。多岐にわたる業績は、特に現
代のエレクトロニクスの基礎を担う半導体物理学分野での極めて重要
な成果とし て、「半導体のPN接合におけるトンネル効果の発見」「半導
体超格子概念の提案とその実現」がある。まったく新しい分野を切り
拓き、現代の物性物理学全般 に大きな影響を与える研究者。

［ 生物化学 ］西村暹博士

東京大学理学部化学科卒業、東京大学大学院生物化学博士過程修了。
国立がんセンター研究所生物学部長、万有製薬つくば研究所所長、筑
波大学監事、客員教授を経て、現在同客員研究員。DNA、RNA中に
含まれる修飾ヌクレオシドの構造決定とその機能の解明の研究に従事、
なかでも活性酸素によってDNA中に生成する8－ヒドロキシグアニン
を同定し、その突然変異、がん化への関与を明らかにした研究は注目
される。

［ 育種学 ］丸山清明博士

東京大学農学系大学院修了。独立行政法人農業・食品産業技術総合研
究機構理事中央農業総合研究センター所長。北陸農業試験場、農業技
術研究所、農業研究センターで稲育種に従事。農林水産省研究開発課長、
研究総務官等を歴任。現在、東京農業大学客員教授。

［ 冶金学・金属工学 ］岡田雅年博士

冶金学・金属工学を専門とする。東京大学大学院冶金学博士課程終了。
金属材料技術研究所で、原子力材料関係の研究を行う。日本原子力研
究所特別研究員などを務める。現在、独立行政法人物質･材料研究機構
(名誉顧問)、財団法人総合科学研究機構(理事長)等。

時間 内容

08:30 開場・受付開始

09:00 〜 09:10 オープニング（概要説明）

09:10 〜 11:20 オーラルプレゼンテーション（日本語発表 全８チーム）

11:20 〜 11:40 審査委員

11:40 〜 11:45 記念撮影 ( 発表者および審査委員）

11:45 〜 12:10 昼食

12:10 〜 14:00 ポスターセッション ( 日本語、英語）

13:00 〜 14:00 ポスターセッション（英語発表） 公開審査

14:10 〜 16:00
サイエンスワークショップ （14 の企業および研究機関等が、1 回
50 分のワークショップを 2 回開催。生徒は 2 種類のワークショッ
プを体験）

16:10 〜 16:40 表彰式・閉会（オーラルプレゼンテーション 3 チーム、ポスターセッ
ション・日本語３チーム、英語２チームを表彰）
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オーラルプレゼンテーション
サ イ エ ン ス ア イ デ ア コ ン テ ス ト

今年は24チームからの応募があり、一次審査で8チームが選考されました。選考
されたチームは当日、パワーポイントを使用してオーラルプレゼンテーション

（口頭発表）を行いました。発表者とつくばサイエンス・アカデミーの専門研究員
が、活発なディスカッションを行うことが特徴です。皆さんの日ごろの研究内容
について、つくばサイエンスアカデミーの専門研究員が議論を重ね、厳正なる審
査の結果、特に創造性にあふれ、夢ある研究と評価したチームについて、表彰が
行われました。各受賞校と選考ポイントは以下です。

『シロイヌナズナにおけるカルシウム吸収に関わる遺伝子の解析』 
広尾学園高等学校

「明らかにしたい」というテーマを自分で見つけ、実現するということは、これからの生
命科学分野においては非常に重要です。玉村さんはそれができていたことで審査員一
同、感心しました。また、英語の論文もきちんとお読みだということなので、今後はぜひ
英語の論文を自分で書き、国際誌に投稿するところまで頑張っていただきたい。新しい
生命現象の一端を切り開くような仕事をなさることを希望します� （西村博士）

探求指向賞

『新型ペルチェ霧箱の制作』 滝中学校・高等学校
「放射線に関する人々の風評評価を軽減あるいは打ち消す」という目標を持った活動の
中で、創造したことを評価いたしました。小型化し、身近にある材料でも信頼性の高い
ものが創れることを企業による「商品化」を通して実証されました。今後、これがあちこ
ちで活用され、数値・データが蓄積されて、風評被害をなくすという活動を継続してい
かれることを切に望んでおります� （岡田博士）

創意指向賞

『3秒ルールの有効性を考える』 茗溪学園高等学校
そもそもタイトルからして楽しい課題で、期待しました。発表も分かりやすく、江崎先
生始め審査員一同、「これは入賞だ！」と一致団結しました。特に今回、「pH6で菌の増殖
が減る／実験を繰り返しても同じ結果」というナゾも残しましたので、これからも楽し
く、自然界の現象・不思議について明らかにしていっていただきたいと思います

（丸山博士）

未来指向賞

参加校一覧

ページテーマ
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09

10
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11

ナイロンを用いた不織布の成形

3 秒ルールの有効性を考える

シロイヌナズナにおけるカルシウム吸収に関わる
遺伝子の解析

再発見：地域伝承ダイズﾞ
～青ｸﾙﾐ豆の復活を目指して～

『龍ヶ崎市総合防災計画−乗り越えろ 3.11−

発光バクテリアの照明への応用における
可能性の考察

最古の合金 - 青銅鏡 - を未来へ

新型ペルチェ霧箱の制作

学校・チーム名

立教池袋高等学校

茗溪学園高等学校
＜未来指向賞 受賞＞

広尾学園高等学校
＜探求指向賞 受賞＞

山形県立村山農業
高等学校

茨城県立竜ヶ崎第一
高等学校

茗溪学園高等学校

神奈川県立弥栄高等学校

滝中学校・高等学校
＜創意指向賞 受賞＞ 11

受賞者：�中野健斗さん、 
可児龍之介さん 

（森田結香さん、鈴木菜緖さん）

受賞者：玉村ドレミさん

受賞者：中西花織さん
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【目的】自分の手で創意工夫を凝らし、実験室内でできる方法
で、不織布を成形する。成形する不織布は、工業的に生産さ
れたものに負けない高性能な品質を目指す　●丸山さんは、
高校の化学で習う簡単な実験（界面重合法）を応用し、原料
となる6,6-ナイロンを合成。自作の「漉き枠」でウェブ（繊維
をシート状に形成して接着する前のもの）を成形し、次に「自

【目的】カルシウムが欠乏した状態で生育させた植物が、どの
ような応答をするのかを詳細に理解する。カルシウム欠乏に
感受性を示す変異体を選抜し、新規の遺伝子を同定する。カ
ルシウム吸収における、この遺伝子の役割を明らかにする　
●玉村さんは、「植物はすべての生き物を支える基盤であり、
植物の栄養吸収を明らかにすることで食糧問題を解決に導

【背景】地面に落とした食べ物でも、３秒以内なら食べても悪
い菌に感染しないという“３秒ルール”に疑問を持ち、その有
効性について研究してみようと思った【目的】３秒ルールの
有効性について研究することで、地面に落とした食べ物の安
全生を考える　●中西さんは、「落とした食べ物の床との接
着時間と、付着する微生物の数の関係」、「付着した微生物と

【目的】伝承ダイズ「青クルミ豆」の収量増加を図る。楕円形の
「青クルミ豆」の選別を、効率良くできる選別方法を工夫す
る　●東海林さんと清水さんは、山形県村山地域の伝承作
物「青クルミ豆（楕円形の豆）」を研究素材に選んだ。「青クル
ミ豆」は収量が低く機械選別が難しい品種で、栽培農家が減
少している。2人は、この栽培を途絶えさせないため、同研究

作巻き取り機」を製作してナイロン合成方法の改善に着手。
完成したウェブの強度（品質を測る指標の一つ）を高めるた
めの実験も行った。実験過程を通じ、「ナイロンの太さの違い
が不織布の成形にどのような影響を与えるのか／強度を高
めるのに薬品を用いた固着を行ったが、他の方法も追究した
い」と、今後の展望を述べた。

き、持続的・安定的な社会の形成を実現する」をベースに、「根
圏からカルシウムを吸収し、利用する過程を明らかにし、そ
の知見を生かした分子育種によって、カルシウム欠乏に強い
植物をつくる」を目的とした研究を行う。つまり「限られた栄
養源でも育つおいしい野菜をつくること」が、玉村さんの研
究の１つのゴールといえそうだ。

pH」についての実験結果を発表。その実験結果から新たに、
乾いた食べ物の場合、床との接着時間が１秒までなら付着す
る微生物量が少ないため、“１秒ルール”としての有効性を示
唆することができたと結論付けた。この研究テーマは、イグ
ノーベル賞「５秒ルール（ジリアン・クラーク）」にヒントを得
たもの。

に着手。選抜育種を行い、病害虫に強い傾向のある系統を特
定。“子実”を選別する機具も自作し、今後もこの実験を継続
すると述べた。さらには、収穫したダイズの利用方法の開発

（豆腐等の製造）はもとより、「青クルミ豆」が地域の特産物と
なるよう、豆腐以外の利用方法の拡大、調理・加工方法の検
討もしたいと述べた。

西村博士から、「研究というものは、目的、実験、そして結果を
考察し、自分で考えてというのが基本。それをきちんと行っ
ているのが印象的である。不織布は工業製品として完成さ
れているが、その精度をあげるということで自分なりの考え
はあるのか」という投げかけがあった。丸山博士からは、「技
術というのはこういうこと（漉き枠や自作巻き取り機の製

西村博士から「大変先端的な研究で感心した。研究テーマは
先生からのアドバイスがあって？」と質問があり、玉村さん
は「『美味しい野菜を作りたい』が動機で、先生からさまざま
な情報をいただいた。そこでカルシウム欠乏というテーマ、
栄養吸収というテーマを見つけ、研究を続けています」と応
えた。また、ぜひ海外の専門誌に発表することを勧めるとい

丸山博士は、「とても面白いプレゼンテーションでした。“５
秒ルール”あるいは、“３秒ルール”が、“１秒ルール”になると
は！　私の場合は、落ちたところに１匹もバイ菌がいないと
いう前提で、落ちたものでもきっと食べてしまうと思います
が（笑）。pH6のところでは……実験は予想と異なるのが常。
仮説と違う実験結果が出た場合、もしかしたらそれが大きな

丸山博士から、「3年間掛けた実験で、『青クルミ改』というの
は大変すばらしい。分離育種で、良い遺伝子型が選べたのだ
と思う。またそれを、地域おこしに……というのもすばらし
いアイデア。農作物において品質を均一にというのは非常
に重要で、2人の研究によって機械選別ができるようになれ
ば、商品として確かなものを販売できるということになるわ

作）が重要。その積み重ねを丸山くんは知った。これは将来、
役立つ」という感想が述べられた。

う博士の言葉に、玉村さんは、「最終的には論文として形に
し、世界に向けて（自分の研究成果を）発信したい」と、述べ
た。※玉村さんの参考文献は9本のうち８本が海外の文献。
原文（英語）を読みきる力も評価対象となった。

新しい発見の糸口になるかもしれないので、そここそ、ぜひ
大事にしてください」と感想を述べられた。他、審査員が感心
したのは、そのプレゼンテーション技術の高さ。スライドを
ただ読み上げるのではなく、会場の聴衆に語りかけるように
発表する様子は、さながら「TED」でのプレゼンテーション
を見ているかのよう。

けで、これも大変感動しました」という感想をいただいた。江
崎博士からは、「消費者にとっては『美味い！』が、大事。僕は

“だだ茶豆”も美味いと思うのだけれど、お二人は、その美味
いという観点についてはどう思いますか？」と、“科学は社会
で生かされてこそ”という考えに基づいた質問が、最後に提
示された。
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〒171-0021 東京都豊島区西池袋5-16-5　http://ikebukuro.rikkyo.ac.jp 〒106-0047 東京都港区南麻布5-1-14 http://www.hiroogakuen.ed.jp/

〒305-8502 茨城県つくば市稲荷前1-1  http://www.meikei.ac.jp/ 〒995-0011  山形県村山市楯岡北町1-3-1 http://www.murayama-ah.ed.jp/

ナイロンを用いた
不織布の成形

シロイヌナズナにおける
カルシウム吸収に関わる
遺伝子の解析

３秒ルールの有効性について
考える

再発見：地域伝承青ダイズ
－青クルミ豆の復活を目指して－

立教池袋高等学校 広尾学園高等学校

茗溪学園高等学校 山形県立村山農業高等学校

発表者／丸山竜平さん 発表者／玉村ドレミさん

発表者／中西花織さん 発表者／東海林佑太郎さん、清水さくらさん

立教池袋中学校・高等学校 広尾学園中学校・高等学校

茗溪学園高等学校 山形県立村山農業高等学校



10 11

Su
m

m
ar

y

Su
m

m
ar

y

Su
m

m
ar

y

Su
m

m
ar

y

【背景】2011年に起きた東日本大震災により、龍ヶ崎市も多
大な被害を受けた。「防災無線が聞き取りにくかった」等の声
を聞いたことにより、震災時のいくつかの問題を数理モデル
化して、計算によって解を求め、その解を考察することで、最
適解と、問題の解決策を求めてみることに着手した。対象と
した問題は、「防災無線が市内全域できちんと聞き取れるよ

【背景】「銀鏡反応の実験」から、鏡について興味を持った生徒
と、化学の授業で合金に興味を持った生徒がチームを組ん
で、「人類最古の合金である青銅と、それを用いた青銅鏡の
製作」に取り組んだ。目的としては、「“錫：銅の比率”、冷却方
法の違いによる青銅鏡の出来具合を調べることで、以前に
作られていた反射鏡の組成比よりも、鏡に適したものを見つ
け、輝きが未来永劫失われない鏡を作ること」とした。①青銅

【背景】建築や農学等に興味があり、「発光細菌を照明に利用
すれば、より有機的でエコな社会が実現できるのでは」と考
え、この実験に着手。目的は、「文献調査や実験を通して発光
細菌の性質を研究し、照明の理解を深めること。また、自分で
照明器具や建具の設計・製作を行い、発光細菌の照明への応
用実現に必要な要素を提示し、今後の研究の基礎とする」と

【目的】放射線を観測する装置である霧箱は、飛跡が目に見
える形で観測でき、かつ手軽であるという条件を持つ。しか
し霧箱は大きなドライアイスが毎回必要になるので、ドライ
アイスを使わずに観測できる霧箱を製作しようと考えた。そ
こで「ペルチェ素子」という熱電素子に着目し、これを用いて
家庭用コンセントさえあれば観測できる霧箱の製作に着手

う、市内でのスピーカーの適正配置と配置場所を検討する」
「救援物資が届くまでの備蓄食糧の供給元をスーパー・コン
ビニとし、その適正配置を検討する」の２点。これらの点を数
理モデル化し、その解をSOLVER（ExpressHyper）を用いて
求めた。今後は、「燃料（ガソリン）の需要供給問題」について
も考察したいと述べた。

を作成　②研磨　③金属顕微鏡で観察　④反射光の測定　
⑤③④の結果から、構造や反射の違いを考察　⑥最終的な
判断をして、サイズの大きな青銅鏡を作成してみる　という
研究計画に基づいて、研究を進めた。「推定した相の比率が
正しいかX線分析で確認し、相と反射率の関係を調べる／硬
度、耐腐食性を調べて鏡としての劣化のしにくさを確認す
る」を、今後の展望として述べた。

定める　●溝口さんは、①文献調査（照明についての知識や
実験方法の考察／クオラムセンシングやルシフェリン－ル
シフェラーゼ反応等、発光細菌に関する基礎知識を得る）②
ヤリイカからの発光細菌の単離、継代培養実験等、10の実験
を実行し、③総合考察を行うという研究計画を立て、研究に
取り組んだ。

した　●中野さん可児さんらは、基礎実験（冷却限界実験）、
応用実験等を繰り返し、「性能・手軽・安全」な霧箱を完成させ
た。コスト面、重量面をクリアするため、民間企業との共同開
発を実現させた。低コスト化、軽量化という、使う側の視点に
立った「製品作り」という一歩進んだ研究成果を発表した。

西村博士から、「身近な問題を真剣に考えて実験されている
ことに大変感銘を受けました。この研究は、市役所と連携し
なくては、その成果が生かされないと思うが、その点につい
て活動をしていますか」という質問が出された。生徒たちは、

「まさにこれから、この（発表に用いた）スライドを持って、市
役所に提案し、実施への道を拓きたいと思う」と応えた。博士

岡田博士は、「大変面白いテーマですね！　青銅は日本でい
えば江戸時代の鏡。天体望遠鏡にも使われていたし、中国で
は兵馬俑にも見られますね。顕微鏡の写真があったが、粗い
傷が直線で見えるのはなんでしょうね？たぶん傷かな。そこ
を少し注意して、きれいな研磨面を出して、研磨剤をつけて、

発光細菌を用いて照明器具を自作した成果を発表した溝口
さんに、博士らは、「明るさは発光ダイオードには勝てないと
思うが、こうした方向性もあるということを現物で見せても
らったことは、大変意義があり、楽しい研究ですね」という感
想を述べた。また、江崎博士から「発光効率は？／芸術（的な
照明器具）に使うならどう考える？／フォトンを出している

西村博士から、「大変面白いですね。実用化という観点から、
企業が協力してくれて、“安くて手軽で”が実現できたと思う
が、耐久性はどうでしょう？」という質問が挙がった。丸山博
士は、「霧箱や、本研究について、とてもよく考察し、理解して
いることに感心しました。発想も大変良いですね。製品化さ
れたら買いますよ！　私は石拾いが趣味で、放射性鉱物が家

らも、「大変難しい数式を使って計算によって、スピーカーの
適正配置などを割り出されたが、ぜひこの計算、仮説から、実
証（行動）という、次のステップに挑戦してほしい」と、感想を
述べた。

きれいに磨くと、光沢がもっときれいに出るでしょうね。古
いものは良いものでできているということ、そうした合金・
金属があるということ、それは芸術品にも数多くあるので、
そうした科学以外の分野にも、一層関心を持ち、視野を広く
持ってください」と述べられた。

かどうかは？」など、いくつもの質問が挙げられた。溝口さん
も「“効率”とは、入れるエネルギーと、出すエネルギーの比で
しょうか」と確認しながら、回答。江崎博士との質疑応答を、
積極的に行った。江崎博士からはこの質疑応答を受け、今後
の研究への一案が提示された。

にいっぱいありますしね」といった感想を述べた。岡田博士、
江崎博士も、「放射線に関する人々の風評評価を軽減あるい
は打ち消すという目標を持った活動の中で、創造したことを
評価しました。今後、これがあちこちで活用され、数値・デー
タが蓄積されて、風評被害をなくすという活動を継続してい
かれることを望みます」と述べた。
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〒301-0844 茨城県龍ケ崎市平畑248 http://www.ryugasaki1-h.ed.jp/ 〒252-0229 神奈川県相模原市中央区弥栄３－１－８ http://www.yaei-h.pen-kanagawa.ed.jp/

〒305-8502 茨城県つくば市稲荷前1-1 http://www.meikei.ac.jp/ 〒483-8418愛知県江南市東野町米野１ http://www.taki-hj.ac.jp/

龍ヶ崎市総合防災計画
－乗り越えろ 3.11 －

最古の合金
－青銅鏡－を未来へ

発光バクテリアの照明への
応用における可能性の考察

新型ペルチェ霧箱の製作

茨城県立
竜ヶ崎第一高等学校 神奈川県立弥栄高等学校

茗渓学園高等学校 滝中学校・滝高等学校

発表者／桶屋誠人さん、小又喗広さん、櫻井崇史さん、友野嵩也さん、長谷川稜馬さん、
張替仁人さん、風見沙依さん、佐藤みさきさん、高橋るみ子さん、宮本桃世さん

発表者／内田あすかさん、北川由惟さん、
鈴木広大さん、宮西健太さん

発表者／溝口昴太郎さん 発表者／中野健斗さん、森田結香さん、鈴木菜緖さん、可児龍之介さん

茨城県立竜ヶ崎第一高等学校 神奈川県立弥栄高等学校

茗渓学園高等学校 滝中学校・滝高等学校
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ポスターセッション
英語ポスター発表チーム一覧

1 群馬県立中央中等教育学校 Liquid 3D, showing the future ～ The Device Showing 3D Pictures 
with Liquid ～

2 東京都立小石川中等教育学校 Comparison of hair nature between Japanese and Australian

3 立教池袋高等学校 Crystal Growth Control of High Quality Gas Storage Material MOF-5

4 文京学院大学女子高等学校 Let's clear up the mystery of the sea around Ogasawara islands！

5 Bodindecha(sing singhaseni) 
school Scaling Exponents in Surface Growth

6 Hatyaiwittayalai School Converting figures from two-dimensional to three-dimensional.

7 Hatyaiwittayalai School Motorcycle Exhaust Air Treatment by Ozonation

8 Hatyaiwittayalai School Isolation of Morelloflavone Garcinia dulcis Green Branch

9 Phrapathom Witthayalai School Immobilization of titanum dioxide(TiO２)powder on rubber sheet 
and its photocatalytic property

10 Sriboonyanon Production and Study Efficiency of Carboxymethyl Cellulose Chitosan 
（CMCC） for Shelf-Life Extension of Tomato(Solanum Lycopersicum)

11 TriamUdom Suksa School Climatic factor affecting Pterocarpus indicus Willd.phenology at 
TriamUdomSuksa School,Bangkok,Thailand

12 TriamUdom Suksa School Effect of crude fungal extracts from “Qinghao” on cancer cells

13 Yupparaj Wittayalai school
The Potential of Copper Absorption and Effect on Fat Content of 
Carteria sp.
AARLG045 and Scenedesmus sp. AARLG022

14 Changwon Science High School Developing Fish Recognition Program by using Digital Image 
Processing

15 大同高校（中学校） The study of Chinese herbs in sunscreen cosmetics

16 復旦大学附属高校（中学校） The influence of the food’s colour on the reward value of food and 
satiety

ポスターセッション
（英語・日本語）

サ イ エ ン ス ア イ デ ア コ ン テ ス ト

今年から、ポスターセッションは「英語ポスター発表（公開審査あり）」「日本語ポ
スター発表（投票審査あり）で参加いただけることになりました。タイ、中国、韓
国から参加した生徒はもちろん、日本の高校生も英語でのプレゼンテーション
に挑みました。英語ポスター発表は、ネイティブ（英語）の研究者等、20名の審査
員が４グループに分かれて審査。日本語ポスター発表は、各専門分野の研究者
や筑波大学・茨城大学の学生・院生等の審査、および一般投票で、受賞作品を決
定いたしました。

立教池袋高等学校／副島智大さん／「Crystal Growth Control of High 
Quality Gas Storage Material MOF-5」

文京学院大学女子高等学校／吉河楓さん、荒木七海さん、諸田玲奈さん、田辺未
来さん、西川真由さん、細川華世子さん／「サメとヒトの比較解剖ー胸ヒレと上
肢の相同性についてー」

Yupparaj Wittayalai school／Ms. Nattaphorn Buayam，Mr. Sirapob 
Toyting （Bodindecha　-sing singhaseni-school）／「The Potential 
of Copper Absorption and Effect on Fat Content of Carteria sp. 
AARLG045 and Scenedesmus sp. AARLG022」

東京都立科学技術高等学校／保科静香さん、山﨑弓香さん／ヘドロと廃物で
環境浄化 ～目指せ!!ヘドロが創る循環型社会～ 」

浦和実業学園中学校高等学校／井川結衣さん、星野翼さん、津吉菜摘さん／実
験室における水産技術の確立

【英語ポスター発表】

【日本語ポスター】
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iPS細胞に関する、さまざまな研究成果の展示を行った広尾学園。「テ
ロメア配列が短縮した細胞からのiPS細胞作製効率の亢進」を目指し
た研究や、「マウスＥＳ細胞を用いた心筋細胞分化誘導条件の検討」
など、それぞれのチームの研究成果をパネルにて発表。また、研究
のために読んだ論文の紹介や、「英語論文の読み方講座」など、他校
の生徒の研究にも役立つ実践的な展示・発表が多くありました。中で
も生徒達が学校で培養しているiPS細胞を実際に観察できるコーナー
と、細胞培養を疑似体験できるブースは大盛況でした。

広尾学園高等学校が培養しているiPS細胞を、来場者の皆さんに、実際にご覧いただきまし
た。無菌操作や継代培養、細胞凍結の手順など、細胞培養に関する手技を体験するコーナーも
設け、同校生徒がデモンストレーションを行いました。

【iPS細胞の展示】 広尾学園高等学校

ポスターセッション
日本語ポスター発表チーム一覧

1 福島県立福島高等学校 ● 土湯温泉魅力創造プロジェクト 茨城県立土浦第三高等学校

相模女子大学中学部・高等部

昌原科学高等学校

群馬県立中央中等教育学校

育英西高等学校

茨城県立土浦第一高等学校

茨城県立中央高等学校

茗溪学園高等学校

本郷中学校・高等学校

広尾学園高等学校

● ニワトリ卵の生体防御機能

● こすれ合いによる鉱物の風化

● 光と水による鉄カンラン石の変化 -波長の違う光による風化変質-

● 光触媒による安全な重合法
● 超伝導体の転移温度測定
● 地上１次式単相交流誘導リニアモーターカーの研究
● 液状化現象の性質と対策
● リフターはなぜ浮くのだろう？
● なぜ音が鳴る？-熱音響のしくみ
● ヘドロと廃物で環境浄化 ～目指せ!!ヘドロが創る循環型社会～
● 人工音声

● �電気化学的水素発生のためのゾルゲル法による酸化チタン光触媒の作製とそ
の評価

● 伝染病の数理モデルの研究

● �歩行虫の調査から自然環境を探る
● 実験室における水産技術の確立
● 手洗い効果の検証

● 人工着色料を封入したモデル生体膜の開発と利用
● 開管ＣＮＴの結合と縄状素材について

● 野だたら跡地と千葉県の地形の関係Ⅱ～地形と鉧の関係～
● 続・梨皮を使った地域名産品の開発
● リンゴの褐変と再生

● ビニロンの染色

● 緑のカーテンを普及させるために

● 不快音について～Wave Spectraを用いた波形・スペクトル解析～

● 振ると色の変わる様々な水(酸化還元反応を利用した色の変化)
● Egg Drop
● サメとヒトの比較解剖ー胸ヒレと上肢の相同性についてー
● ぬれたタオルはなぜ乾くのか
● 色が変わるごぼう～クロロゲン酸の性質を探る～

● 見上げてごらん夜空の星を ～SQMを用いた水戸の夜空の明るさ調査～
● アカガエル２種の繁殖期についての研究
● シロアリの拡散法則と階級分布
● 自走する油滴

● リンク機構から視る反転変換
● 植物ホルモン エチレンの生理作用に関する研究
● セイタカアワダチソウを利用した生物農薬の研究
● 植物はどのように紫外線から身を守っているのか？
● ゼオライトを使った重金属イオンの吸着
● Tiny Core Linuxを用いた並列計算システムの構築と評価
● ロゼ・ドゥ・オリガミ
● つくば市内の気温の空間分布と周辺環境

浦和実業学園中学校高等学校

かえつ有明中学校

広尾学園高等学校

大田区立蒲田中学校

大田区立南六郷中学校

東京都立科学技術高等学校

東京都立多摩科学技術高等学校

文京学院大学女子高等学校

立教池袋中学校

千葉県立鎌ヶ谷西高等学校

兵庫県立西宮香風高等学校

茨城県立水戸第二高等学校

茨城県立並木中等教育学校

茗溪学園高等学校

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

● シアノバクテリアの運動について
● ジャイロを作ってみました

● 相模女子大学におけるタンポポの生態調査

● 薄膜干渉simulationを利用した薄膜の無反射条件研究

● 自律型災害救助ロボットの作製

● 白線引きロボットR2Y1

● 降水による土砂崩れと砂粒子の大きさの関係

● 新しいバイオガス発電について ー私たちの提案ー

● 金属フタロシアニンの高効率合成と光・電気的性質
● �ディスプレイにおける二つのオブジェクトの注目度の比較～見る人の注意を

引くには～
● 安全な化粧水選びの基準を考える
● 低重力がもたらす人への影響と対策法～月の環境を生かすには～
● アリの色覚と採餌の関係性～アリに色は見えるのか～
● �ショウジョウバエは匂い物質により神経系・内分泌の働きを調節するのか～

睡眠覚醒実験を用いた解析～

● 紙コップから始まる夢！ －非接触運搬機構の研究
● 蝋燭振動子の発生原因についての考察

● 生物における寿命決定要因の解析
● �プラナリアneoblastにおけるwnt/β-cateninシグナルによるテロメラー

ゼ活性化経路の解析
● ルービックキューブの最短手順の特定方法の研究
● 有害有機排水を利用した光触媒水素発生システムの開発
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サイエンスワークショップ
サ イ エ ン ス ア イ デ ア コ ン テ ス ト

2013年のサイエンスワークショップは、１４の企業・研究機関・大学によって、
開催されました。各回50分で２回ずつ行われ、生徒たちは2種類のワークショッ
プを体験可能。各会場では、最先端の科学分野で活躍する研究者たちが、生徒た
ちの身近な事柄・関心の持てるテーマを選び、講義を行いました。
特に企業のワークショップに参加した生徒たちからは、「『よく知っている』『聞
いたことがある』と思っていた企業が、自分たちの想像もしなかった研究・開発
分野で実績を挙げていることを知り、驚いた」という感想の声が聞かれました。
サイエンスワークショップはもちろんですが、キャリアや職業に関して新たな
発見を得る、良い機会となったようです。

「人工衛星の熱設計を学ぼう！」衛星用材料の
断熱性機能試験にトライする！

人工衛星の仕組みから宇宙の成り立ち、人工衛星にお
ける熱設計の重要さを分かりやすく説明。映画にもなり、
話題を呼んだ小惑星探査機『はやぶさ』で使用された宇
宙用熱制御フィルムを使った実験にも、チャレンジして
もらいました。

無線温度計測装置で、ただのアルミ板や塗装板、そし
て熱制御フィルムを蒸着したものなどさまざまな供試体
で温度を計測。それぞれに500Wの光を3分間照射し、
温度上昇を予想します。チームごとに上昇温度を考えな

がら予想をしており、楽しみながら実験に取り組めたよ
うです。結果は、アルミ板に宇宙用黒色ペイントを塗布
したものは80℃以上の温度になりましたが、わずか25
ミクロンのアルミ蒸着熱制御フィルムをその上に1枚装
着するだけで30℃台になり、熱制御フィルムの効果に生
徒からは、「オーッ！」と驚きの声があがりました。

参加した全員に、「はやぶさ」で使用された熱制御フィ
ルムもプレゼントされ、人工衛星と、知られざる熱伝導
の関係性を知る貴重な体験ができたようです。

化成品・樹脂、機能品・ファイン、医薬、建設資材、機械・金属成形、エネルギー・環境の6事業を展開。国内だけ
でなく海外にも生産拠点を設け、グローバル展開を図る

宇部興産株式会社

ワークショップに参加した生徒の感想

航空宇宙材料開発室主席部員　中内志保氏

事業
内容

「宇宙で使えるものを作る」ということにおいては、さまざまな点に注意しなければいけ
ないことが分かりました（高校１年）

実験での結果がとても予想外でした！（高校2年）

熱の上昇を予測するのは難しかったけれど、とても楽しかったです。フィルムやペーパークラフ
トも楽しく作らさせていただきます（高校１年）

いろいろな素材の、それぞれの性質が分かって勉強になりました。特に、塗料の違いなど面白かっ
たです（高校１年）

色などによって、温度の吸収、放出具合が違うのが分かりました。とても楽しかったです（高校１年）

薄いシート1枚で、こんなにも断熱されるのだなと驚きました（高校2年）
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人支援テクノロジー（サイバニクス）と
ロボットスーツHAL®

人の身体機能をサポートする全く新しいテクノロジー
「ロボットスーツHAL®」。身体を動かそうとすると、脳
から指令信号が発せられ神経系を伝わって筋肉に運動意
思が到達し、皮膚表面に微弱な電気信号（生体電位信号）
が漏れだします。装着者の皮膚表面に貼り付けられたセ
ンサーで生体電位信号を読み取り、装着者の筋骨格系の
動作とリアルタイムで作動するよう設計。さらに、身体
に密着するようにできているため、装着者の運動意思に
従って思い通りに身体を動かすことができます。このよ
うに、ロボットスーツHAL®を用いると、人間の身体機
能を補助・拡張・改善することが可能となるのです。そ

んな、最先端のテクノロジーをひと目見ようと、多くの
生徒が集まりました。ワークショップ前半では、ロボッ
トスーツを生み出した山海嘉之教授の紹介と、現在、ロ
ボットスーツHAL®が実際に使用されている国内の病院・
福祉施設での、活用状況を紹介し、ロボット技術による
人の生活支援の関係に関する知識を深めました。後半は、
実際に生徒が装着体験。ロボットスーツHAL®を装着で
きる初めての体験に、みんな嬉しそうでした。

生徒達は、超高齢社会に突入した日本の現状を学ぶと
ともに、高齢者の自立支援に貢献するテクノロジーを目
の当たりにできたようです。

医療福祉機器および医療福祉システムの研究開発 、身体機能補助機器および
身体機能補助システムの研究開発 など

CYBERDYNE 株式会社

ワークショップに参加した生徒の感想

事業推進部　部長　久野孝稔氏

事業
内容

ロボットの、技術発展が楽しみになりました！（中学3年）

最先端の技術が、医療や介護施設など、いろんなところで利用されていることが分かってびっく
りした。患者さんや高齢者だけでなく、世話をする人たちにとっても、役に立つ技術なんだとい
うことが分かりました（高校1年）

始めは、ロボットが人間の替わりになるのかなと想像していましたが、ロボットスーツ®が、人
間が動くための手助けをする、人間が自立するための役に立つと分かって、すごいことだなあと
思いました。何でも技術に頼るのではなく、人間がどうしたら技術を上手に利用していけるのだ
ろうということを、いろいろ考える良い機会になったと思います（高校３年）

ロボットスーツ®を実際に見ることができて、興奮しました！　もっとたくさんあって、実際に
みんなが装着体験できたらいいのになあと思いました。でも、最先端の技術をあんなに間近で見
られたのは、やっぱりものすごい体験だったと思います（高校1年）

科学で海洋動物の理解を深め、自然界との共存をはかる
－自然環境への害を最小限に抑えた、オーストラリアのエコツーリズム。感動の心を自然保護の力へ－

オーストラリアの国立公園モートン島の中心に位置す
る砂島、タンガルーマ。この緑豊かな島で自然をテーマ
にしたエコ・スタディプログラムを行っている同機関の
活動を紹介しました。

海洋生物やエコリゾートに興味を持って集まった生徒
に、「タンガルーマ」の場所や歴史、自然環境の中でビ
ジネスをすることの意義やメリットを伝え、どのように
してエコツーリズムが成り立ち、また魅力あるプログラ
ムになっていくのかを伝えていきます。そのうえで、タ

ンガルーマで行われている海洋教育保護センターの役割
や海洋生物学者の活動なども、プロジェクターを通して
説明しました。生徒の興味をいちばん引いたのは、野生
動物の生態。日本では見ることのできない野生イルカの
保護や育成、そして貴重なイルカの映像を見て、何をし
ているかクイズ形式で学生たちが回答するなどして盛り
上がりました。ワークショップ後に「海洋生物博士になっ
てみたい」と、目を輝かせながら話してくれた生徒の姿
がとても印象的でした。

リゾート開発・運営業務。海洋専門研究

タンガルーママリンエジュケーションセンター＆
コンサバーションセンター

ワークショップに参加した生徒の感想

マリンバイオロジスト（海洋生物博士）　柴田ゆい氏

事業
内容

1000種類以上の海の生き物と触れ合える、そんなステキな場所があるなんて、とても興味があります。リゾート
のエコ活動にも、すごく感動しました。おとなになったら絶対、タンガルーマへ行きます！（高校２年）

海洋系、海洋生物について、とても興味があったので、この機会を通して、いろいろなことを知ることができて
良かったです。海洋学者の仕事や、現在の海洋の状況など、私の知らないさまざまなことが知れて、とても勉強
になりました。こんなワークショップに参加できて嬉しかったです。ありがとうございました！（高校1年）

観光地として有名なオーストラリアの魅力が、自然の豊かさにあるのだなと気付きました。ジュゴンなどの動物
たちと、ずっと人間が共に生きていくためにも、地球温暖化などの進行を、早く私たちが、何らかの取り組みを
して止めなければいけないと思いました（高校１年）

観光地として有名なオーストラリアの魅力が、自然の豊かさにあるのだなと気付きました。ジュゴンなどの動物
たちと、ずっと人間が共に生きていくためにも、地球温暖化などの進行を、早く私たちが、何らかの取り組みを
して止めなければいけないと思いました（高校１年）

海洋生物が好きなので、今回のワークショップはすごく興味がありました。科学という観点とは違うのかもしれ
ませんが、生物とふれあえる仕事として、生物学者という仕事もあることが分かり、良かったです。海洋生物の
保護や、研究をするのに、他にもそういう仕事があるのか、調べてみたいと思いました（高校２年）
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宇宙飛行士が飛び立つまで地球温暖化と人間活動

「どうやって宇宙飛行士は選ばれるの？」「どんな訓
練を行うの？」。そんな素朴な疑問に答えるだけでなく、
訓練実技の体験も行ったユニークな内容のワークショッ
プとなりました。参加した生徒は、地上管制官役と宇宙
飛行士役の２チームに分かれ、コミュニケーション訓練
をスタート。地上管制官役にだけ“図形が描かれたプリ
ント”が渡され、その形を声による説明のみで宇宙飛行
士役に伝え、図形の形を理解させるというもの。ただし、

〝小学３年生程度にも分かるように〟〝長さの単位や図形

国内外の科学者や研究機関から集めた地球観測データ
にアクセスできる「ジオスコープ」を用いて、50年後
の地球温暖化について話し合いました。生徒にはジオス
コープのデータが入ったタブレット端末が渡され、まず
は、温暖化の原因を読み解くことからスタート。なぜ、
CO2が増加したのかなど基本的なことから学びました。
オーサグラフ世界地図で、平面でも均等に見える地図が
タブレットに映し出され、世界各国の温暖化の現状を手
元で見られる仕組みに生徒は夢中になりました。

用語を用いない〟〝国際宇宙ステーション同様、さまざ
まな国の人が相手であることを前提に〟など、いくつか
の制限を設けての訓練実技となりました。地上管制官役
が、円形の図形を説明するために「500円玉ぐらいの大
きさで……」と言うと、「韓国やアメリカに500円玉はあ
りませんよね」と、スタッフからアドバイスが。「ペット
ボトルのフタくらい」と、別の学生が提案。すると生徒
一同、「なるほど！」と、納得。こうしたコミュニケーショ
ン方法までも学べるワークショップに、生徒たちは大変
盛り上がりました。

グループごとに分かれ、改めて温暖化の原因をそれぞ
れが探し、ワークシートにまとめました。最終的には、
グループ内の意見を全体で発表。最新のテクノロジーを
用い、探求し、まとめて発表、という一連の流れを体験
できる内容となりました。補足として、科学コミュニケー
ターから、温暖化に対する先進国と発展途上国の考え方
の違いなどがレクチャーされ、知っているようで意外と
知らない“温暖化のリスク”を改めて考える良い機会と
なったようです。

宇宙科学研究所（ISAS）、航空宇宙技術研究所（NAL）、宇宙開発事業団（NASDA）が1つになり、宇宙航空分野の
基礎研究から開発・利用に至るまで一貫して行うことのできる機関。宇宙・航空が持つ大きな可能性を追求し、さま
ざまな研究開発に挑む

世界に起きていることを科学の視点から理解し、どんな未来を作っていくかをともに考え、語り合う場を提供。日々
の素朴な疑問から最新テクノロジー、地球環境、宇宙の探求まで、さまざまなスケールで現在進行形の科学技術を体
験することができる

独立行政法人宇宙航空研究開発機構 (JAXA)

日本科学未来館

ワークショップに参加した生徒の感想ワークショップに参加した生徒の感想

有人宇宙環境利用ミッション本部 宇宙飛行士運用技術部
宇宙飛行士運用グループ　主任開発員　高橋晋平氏、開発員　大濱由美氏

科学コミュニケーター　博士（理学）松岡均氏
科学コミュニケーター　高見裕一氏

事業
内容

事業
内容

実際に、コミュニケーション能力の実験ができて、自分以外の人に、的確に物事を伝えることの難しさを実感し
ました（高校３年）

宇宙飛行士訓練のようなものを、実際に体験できて良かったです。宇宙飛行士にはコミュニケーション能力が必
要なこともよく分かりました（高校３年）

コミュニケーション訓練が面白かったです。自分の意志を相手に伝えることの大変さがよく分かりました。普段
の生活においても、フィーリングだけで、人にものを伝えるのを控えようと思いました（高校１年）

宇宙では、勉強だけではなく、サバイバルもできなくてはならないということ、すごく大変なのがわかった。また、
コミュニケーション訓練は、とても楽しかったです（高校２年）

図形を言葉で伝え、図形を書くところが難しく、面白かったです。こんな訓練を受けて、やっと宇宙飛行士にな
れるのだなあ、と思いました（中学２年）

コミュニケーション訓練が面白かったです。お互いの顔も分からずに、言葉だけで指示を受けるのは意外と難し
かったです（高校２年）

タブレットを使ったさまざまな観測データの説明や、実際の体験はとても分かりやす
く、参考になりました。このワークショップで得た知識を、これからの自分たちの生
活にも役立てていきたいと思います（高校2年）

ジオスコープを使えたことが良かった。それを利用して、環境問題についてのさまざ
まな問題点などを考える良い機会になりました（高校１年）

人間の活動や、地球環境、それらをデータとして蓄積し、さらに可視化するというツー
ルがあることが分かって、ぜひいろんな研究などに、私も使ってみたいなと思いまし
た。地球環境という大きな視点から、自分たちの暮らしのこと、人間がどうやって生
活し、自然を守りながら共存していくのか……そうしたことについて、もっと掘り下
げて勉強してみたいと思いました（高校１年）

独立行政法人宇宙航空研究開発機構
(JAXA)
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化学を身近に感じよう「未来のバンソウコウ」になる!? 細胞シートを体験しよう
―再生医療に貢献する印刷技術―

「モノの形を見る方法」を、分析装置を用いて、あら
ゆる角度から検証。「形」を通して、身近な物質の構造や、

“本当の姿”をのぞいていくワークショップとなりまし
た。顕微鏡を始め、最新の分析装置の紹介をきっかけに、
物質の分子構造を知るための方法を、プロジェクターを
用いて説明。特に生徒が湧いたのは、さまざまな物質の
1000～2000倍の形をプロジェクターに映して、それが
何かを当ててもらったクイズ形式の学習を行いました。

「これは何でしょう?」の問いに、「何？何？」と生徒たち
も興味津々。初めて見る形状の物質に、好奇心を刺激さ

近年注目を集める「再生医療」と、世界三大発明とも
言われる「印刷技術」。一見、関係がないと思われる両
者ですが、実は再生医療の発展に高度な印刷技術が深く
関わっていることを学びました。大日本印刷株式会社が
行うライフサイエンス分野の紹介を始め、その一環であ
る、再生医療に使用される細胞シートを題材に取り上げ
ました。細胞シートとは、自らの細胞を人工培養し、シー
ト状にして患部に移植し治療改善を促すもの。病気や事
故などで失われた組織や臓器に対する新たな治療法とし

れたようです。
ワークショップ後半では、電子顕微鏡や測定対象の物

質に赤外線を照射、透過させて、対象物の特性を知る赤
外分光法を用いた分子構造の見分け方を学びました。プ
ラスチックは分子構造のほんの一部を変えるだけで、さ
まざまな性質に変化することなど、興味深い説明が続き、
熱心にメモを取る生徒も多々いました。最後に、ファシ
リテーターからの「これをきっかけに、少しでも化学に
興味を持ってもらえれば」という言葉に大きな拍手がわ
きました。

て注目される再生医療です。
ワークショップでは、再生医療のメカニズムや現状を

学ぶとともに、本物の細胞シートが登場。ピンセットを
使用して、実際に細胞シートをつまみあげる体験に生徒
らも興味津々。実験中もスタッフと生徒の質疑応答が活
発に行われ、活気溢れるワークショップとなりました。
自分の細胞で作る「未来のバンソウコウ」、細胞シート
工学の技術に触れ合える、貴重な機会となりました。

半導体用・ディスプレイ用材料、プリント配線板、銅張積層板、感光性フィルム、機能性樹脂、粘着フィルム、カーボン・
セラミックス、自動車関連製品など幅広い分野で事業を展開している化学メーカー

出版印刷（書籍・雑誌等）、商業印刷（チラシ・カタログ等）、ICカード、包装、建材、光学フィルム、エネルギー関連部材、
エレクトロニクス製品など多分野で事業を展開

日立化成株式会社大日本印刷株式会社

ワークショップに参加した生徒の感想ワークショップに参加した生徒の感想

筑波総合研究所　中山主任研究員、他研究開発センターライフサイエンス研究所　菖蒲弘人氏

事業
内容

事業
内容

私たちの身の回りにある、いろいろなプラスチック製品の分子構造がよく分かり、ま
た、どのような物質がそれらに使われているかなどについてを、知ることができて面
白かったです！（高校２年）

赤外線を使って、物質が分かるなんて、すごいと思いました。小麦粉や砂糖などを
ミクロの世界で見ると、普段見るのとは、その形が全然違っていることに、とても驚
きました（高校２年）

この会社が、私たちの身近にあるものを作っていると聞いてビックリしました。ただ、
ワークショップの内容が、ちょっと自分には難しかったと感じています（高校２年）

赤外線を使ったものを、データ化することは、とても面白いなと思いました。データ
を読み取ることも、とても面白かったです（中学２年）

印刷技術がとても発展しているというのは聞いたことがあったのですが、医療分野にまで使えるとは思ってもい
なかったので、とても驚きました（中学３年）

細胞シート（未来のばんそうこう）を見ることができて良かったです！　あんなに薄いものが、とても大きな役
割になるのはすごいと思いました（高校３年）

学生とプロとでは、やはり規模が違うなと感じました。とても会社に興味がわいてきたので、
自分で調べてみようと思いました。また実際に細胞シートに触れたのは貴重な体験でした。（高校３年）

「将来の日本のばんそうこう」が。どのようなものなのか？と、気になっていました。目などの再生で利用されており、
これからさらに身近になればと思いました（高校１年）

細胞シートを見ることができて良かったです。ひっぱりだすのが大変で、これを手術で使うのは、すごく大変な
ことなのだと、よく分かりました（高校２年）

再生医療などについて詳しく学ぶことができました。印刷会社なのに、再生医療にかかわっていて、すごいと思
いました（高校２年）
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脅威の乳酸菌生産物質の有用性ノーベル賞装置に挑戦－「霧箱」で探る宇宙の謎－

乳酸菌生産物質の効用に着目し、研究・商品開発に取
り組んできた日本・バイオ株式会社。私たちのお腹にい
る100種類、100兆個といわれる腸内細菌の中、乳酸菌
の働きについて学ぶワークショップが開催されました。

「善玉菌、中間菌、悪玉菌など、名前はよく聞くけれど、
実はあまり分かっていない人が多いのでは？」と講師が
尋ねると、生徒も一斉に“うんうん”とうなずく場面も。

「善玉菌の中に含まれる乳酸菌は、腸内バランスを整え、
消化・吸収・合成・排泄の正常化を促し、健康維持に繋

このワークショップでは、素粒子科科学の発展に決定
的な役割を果たした、見えない小さな粒子の軌跡を観
察できる装置「霧箱」を取りあげました。霧箱の性質
や、そもそもの歴史を詳細に解説。霧箱の原理が、さま
ざまな科学分野（粒子や放射線の観測、宇宙線の研究な
ど）で活用されていることを学びました。装置の理解を
踏まえて、参加者全員で霧箱製作を体験。それぞれの生
徒の机の上に用意された発泡スチロール製のキットで霧
箱を作り、普段見ることのできない素粒子の軌跡を確認
し、性質を学びました。透明なケースの中にアルコール

がる」などの効果を解説するとともに、実際に光学顕微
鏡でその形を見て確認。「こんな形なんだ！」と、ふと
感想をもらす生徒も。

ワークショップ後半では、食を通じて乳酸菌の重要性
が説明されました。どんな食物に含まれ、どのような食
べ方をすれば効果的なのか、具体例をあげて説明があり、
普段の食生活にも役立つ講義となりました。身近な「食」
というキーワードをテーマに、改めて食生活を考え直す
きっかけとなる、有意義なお話しが聞けたようです。

を入れてドライアイスで冷やしていくと、素粒子の通過
によって、水蒸気が小さな水滴となり、霧となって飛跡
が見えるようになってきました。生徒だけでなく、引率
の先生たちも、生徒とともに霧箱制作・観察に熱中した
ようです。

危険な液体窒素や高圧電源を使用せずに、発泡スチ
ロールやドライアイス、アルコールなどの身近な材料で、
通常は見られない素粒子を見られたこと、また、その性
質を知ることで、自分たちの生活にそれがどう生きてい
るかを学べるワークショップとなりました。

長期に渡るさまざまな研究に基づき、乳酸菌生産物質の計り知れない有効性に注目した商品開発。天然植物の有用性
を効果的に融合した、新しい製品作りにも力を注ぐ

高エネルギー物理学・加速器科学・物質構造科学などの総合研究機関。最先端の大型粒子加速器を用いて、宇宙の起源、
物質や生命の根源を探求し、研究者の自由な発想による「真理の追究」を目指して研究開発を推進している

日本・バイオ株式会社

ワークショップに参加した生徒の感想ワークショップに参加した生徒の感想

九州開発研究所主任　研究員　農学博士　三沢宏氏、
代表取締役社長　鈴木光政氏

事業
内容

事業
内容

乳酸菌は生きているものだけでなく、死んでいる菌も有用であることを、このワーク
ショップを通じて、初めて知ることができ、とても良かったと思います（高校２年）

お腹の中にいる乳酸菌が大事というのは、テレビなどでも良く紹介されるので知って
いますが、その100種類１００兆個という数に、まず驚きました。しかも、その形な
どを、実際に目で見ることができるのは、すごく面白い体験でした（高校１年）

乳酸菌が体の中にあるということで、当たり前のようでいて、詳しく知らなかったこ
とが勉強できて良かったです。菌の種類などをあらためて整理して教えてもらうこと
で、善玉菌や悪玉菌のことなども、よく理解できました（高校２年）

霧箱を実際に作ることができて、とても楽しかったです。作り方も簡単なので、学校に戻ったら、いろんな人に
教えていけたらいいなと思います。また、来年もやってほしいと思います。時間が足りなかったのが残念でした

（高校2年）

霧箱を使って、実際に「素粒子の軌跡」を見ることができて、感動しました（高校２年）

霧箱はとっても面白かったです！！　見えないものを可視化するってすごいことだ！（高校１年）

素粒子について、より詳しく知ることができたので良かったです。私は（素粒子という）名前はもちろん聞いた
ことがありますが、それがどんなものかは全然分からなかったので、それを、じっくり学ぶことができました。
とても楽しかったです。実際に、自分で実験できるのは、さまざまな意味で良いなと思います。ありがとうござ
いました。「宇宙から1秒に1粒落ちてくる素粒子は、天井を突き抜けないのか？」という疑問がありましたが、そ
れをあの場で聞いてみたかったです（高校1年）

今回、霧箱というものを初めて知りました。とてもすごいものだと思いました。雲がとてもきれいで驚きました
（高校2年）

ノーベル賞を3回も受賞した装置「霧箱」を作ることができ、また実際に、原子を肉眼で見ることができました。
説明も非常に分かりやすく、機会があれば、ぜひもう一度、このワークショップを受けてみたいと思いました

（高校1年）

KEK キャラバン　素粒子原子核研究所　研究機関講師　理学博士
藤本順平氏

大学共同利用機関法人高エネルギー
加速器研究機構 (KEK)
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高校生　世界最高水準の
サイエンスプレゼンテーションを目指して

毎年開催される、高校生を対象とした世界最大の科学
コンテスト「国際学生科学技術フェア（Intel　ISEF）」。
歴代のISEF日本代表者が、海外での発表経験をもとに、
海外プレゼンテーションのポイントについて、レクチャー
を行いました。英語と日本語を交えながらの実践的なレ
クチャーは、世界（科学コンテスト）を目指す生徒にとっ
て、すばらしい刺激をもたらし、また、良い勉強の場に
なったようです。

当日は、海外の高校生の研究成果も紹介され、海を越

えた同世代の生徒の研究内容、そしてその着眼の鋭さに、
驚きとライバル心を燃やす生徒の姿も。参加した生徒か
らは「自分たちが行った研究を発表することは当たり前
だけど、海外の学生は“その先の効用”までを、きちん
と考えて研究をしている事例が多く、スゴイと思った。
とても参考にもなりました」と感想があがりました。ファ
シリテーターは、ISEFの1981年大会受賞者である西川
功氏、また、同2004年大会受賞者の磯村梓氏が昨年に
引き続き務めてくれました。

【インテル】半導体を通じて、人々の仕事と生活をさらに豊かにする先進的な技術と製品を開発、提供
＊特定非営利活動法人日本サイエンスサービス（NSS）は、国際学生科学フェア（Intel ISEF）経験者が中心となって活動している団体（インテルなどが支援）。

インテル株式会社

ワークショップに参加した生徒の感想

特定非営利活動法人日本サイエンスサービス（NSS）
南波紀昭氏（ISEF2010）、井戸川直人氏（ISEF2012）

事業
内容

同じ高校生なのに、取り組んでいる実験のレベルが違って（高度で）びっくりした。「高
校生だからできない」と、実験をあきらめるのではなく、「高校生でもできる！」と
いう気持ちを持って、私も実験に取り組んでいきたい（高校２年）

科学コンテストで実際に使用された研究結果のパネルや、展示されていたものが、
勉強になった。英語の使い方もそうだけど、図表などの使い方、構成などで、すごく
参考になりました。もっといろんなパネルを見てみたいです（高校２年）

いろんなコンテストに挑戦したいと思っています。他の人の発表内容がわかるので、
参加して良かったと思います。英語での質問例が紹介されていましたが、もっと他の
文例も知りたいです。それで英文の資料が持ち帰れると嬉しいです（高校１年）

雑踏内でも正確に音声を伝える先進技術
「スマートソニックレシーバー」。「ガンジスカワイルカ
水中行動観測プロジェクトによる音響技術」

２つのテーマに沿ったワークショップを展開した
KDDI株式会社。１つ目は生徒にも身近なスマートフォ
ンにも搭載されている、「スマートソニックレシーバー」
の技術について説明されました。（携帯電話を）耳に当
てる箇所を選ばずに、雑踏の中でも聞き取りやすく、ヘッ
ドホンやイヤホンの上からでも音声が聞こえるこの先端
技術は、防音のヘッドホンを装着したままでも音声を聞
くことができ、体感した生徒からは「聞こえる！！」「ウ

ソッ！スゴイ」と声があがりました。普段、何気なく使っ
ているスマートフォンに搭載された先端技術の内容を知
る良い機会となったようです。

2つ目は、絶滅危惧種ガンジスカワイルカの保護を目
的としたプロジェクトを紹介。イルカが発する超音波を
捉え、その水中行動を観測する技術や、興味深い観測結
果をプロジェクターで見ることができました。

移動通信・固定通信の両方を併せ持つ総合通信事業者として、時代の変革をリードする企業を目指す。個人向けには、
移動体通信事業と固定通信事業を展開し、法人向けには、FMCネットワークからデータセンター、アプリケーション、
セキュリティ対策まで全てのICT領域でサービスを提供し、ビジネスをサポートしている

※「スマートソニックレシーバー」は、京セラ株式会社の登録商標

KDDI 株式会社

ワークショップに参加した生徒の感想

KDDI ㈱商品統括部　鈴木雅弘氏
㈱ KDDI 研究所　小島淳一氏

事業
内容

耳につけるだけで音が聞こえる技術というのが、すごいと思いました。日本はこれから、高齢化
が進んでいくので、非情に便利だなあと思いました（高校２年）

スマートソニックレシーバーという技術が、面白かったです。ヘッドホンをつけていても音が聞
こえるのは、びっくりしました。振動がなぜ、音になって聞こえてくるのか、そういう原理のもっ
と詳しいことを知りたいと思いました（高校3年）

イルカの水中での行動の調査を、携帯電話の会社が行っていることが、面白いなと感じました。
自然の（イルカ）の保護もしているということで、エコにも熱心な会社なのかなと思いました

（高校1年）

イルカの鳴き声とか、イルカの水中での動きを観察するための研究が、すごく進んでいることが
分かりました。私たちが使っている携帯電話とかスマホの技術が、科学とか、自然のことにも役立っ
ていることがわかったのが、面白かったです（高校１年）
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『画期的な 3D 入力デバイス 「QUMA」 技術』予測不可能だけど法則がある!?　
－カオス入門－

CGソフトでキャラクターの姿勢や動きなどを入力
する作業を、従来よりも簡単に誰にでもできる技術

「QUMA（クーマ）」。3D-CG ソフトの操作を知らなく
ても、コンピュータ内の人型キャラクターの操作が可能。
この画期的な技術を、生徒が実際に体験しました。生徒
に用意されたのは、コンピュータとロボット型の人形。
この人形は、手足、胴体、首の各パーツを自在に動かす
ことができ、関節内部にある16個の関節センサーによっ
て人形のポーズ（姿勢）がキャプチャーされ、ＵＳＢを

「カオス」と聞くと“混沌や無秩序”といった言葉を
思い浮かべるかもしれませんが、科学者が扱う「カオス」
は、“一見、無秩序に見える現象の中にも法則性があり、
法則性があるのに予測不可能なもの”という性質があり
ます。そうした「カオス」の面白さを紹介してくれたのが、
工藤先生。生徒にはプリントが渡され、方程式からグラ
フを作って軌道を描くように指示が出されました。方程
式から頂点の座標を出しグラフを使って軌道を描いてい
くのですが、これがなかなか難しい！　プロジェクター

経由してコンピュータに入力されます。生徒は、人形を
動かしながら、コンピュータに映されたポーズに感嘆し
ました。しかし、中にはなかなか思い通りのポーズになら
ず、悪戦苦闘する生徒も。ハイキックのポーズを作ろう
と悩んでいた生徒に、スタッフが「人はハイキックをする
ときは、この関節が動くんだよ」とアドバイス。その通り
に動かすと、見事、コンピュータ上にハイキックポーズ
が映し出されました。最先端の技術とともに、人間の身
体の仕組みも学べるワークショップとなりました。

に映し出される方程式を解きながら、真剣な顔でグラフ
を作り上げていく生徒たち。まるで試験会場のような静
けさの中、黙々と頭をフル回転させている姿がそこここ
で見られました。１つの行程を進めるたびに、「分からな
いところある？」と声を掛けるスタッフのサポートもあ
り、それぞれが解答を導き出せたようです。最終的に、“軌
道が目に見えることで、カオスか周期的な運動であるか
が判断できる”という結論が得られ、生徒たちは大変、
感嘆していました。

長年の実績と多数の導入事例を誇る次世代レイヤ 2 VPN ソフトウェア「PacketiX VPN 2.0」、「PacektiX VPN 3.0」
をはじめとする各種ソフトウェアおよびハードウェアの開発を行う筑波大学発ベンチャー企業

高度な専門教育と並んでリベラル･アーツ教育を重視する理念を基に、人文科学・自然科学・社会科学の素養やセン
スを広く備えた知性を育むことを目指す。長年の蓄積を生かし、それを発展させ、一人ひとりに豊かな学びの可能性
を拓いてゆく

お茶の水女子大学

ワークショップに参加した生徒の感想 ワークショップに参加した生徒の感想

実際に「QUMA（クーマ）」の組み立てをしてみて、動かさせてもらえたのが面白かっ
たです。マウスを使ったプログラミングよりも、自分のイメージ通りにキャラクター
を動かすツールとして、とても画期的だと思いました（高校２年）

３Ｄ入力デバイスというのが、どんなものか、実際に体験することができてとても面
白かったです。ものすごく最先端の技術なのかなとは思うのですが、動かすのは自分
たちでやるなど、意外と、やっぱり人の手がないといけないものなんだなと感じまし
た（高校2年）

自分たちで、実際に組み立てたり、動かした人形を、みんなが持ち帰れたらいいなあ
と思いました。自分の記念というより、自分たちが行った実験を、学校の他のみんな
にも伝えるのに役に立つからです（高校2年）

「カオス」の計算が、複雑で大変なのが、良く分かった。グラフを書くことで、それが分かりやすくなった気がし
ました（高校２年）

「カオス」という言葉は日常でもよく耳にするものの、どこか抽象的で分からなかったのですが、グラフ化された
ものなどを見ていくうちに、無秩序などと言われるのが納得だなと思いました（高校１年）

まず「カオス」という言葉が耳に新しく、「予測できないが法則がある」という不思議な性質に引き込まれました。
学校でも、どこでも、今までに触れたことのない分野の勉強で、とても興味深かったです（高校2年）

二重振り子の運動に関する説明が面白かった。そこから、カオスの説明があったが、全体的に、自分にはこの内
容が難しかったように感じる（高校1年）

「カオス」という言葉は、普段から聞いたこともあったし、抽象的な感じがしていましたが、無秩序に思える現象
に法則性があって、なのに、予測不可能というのがカオスということが勉強になりました。情報科学科という学
科で、こういう面白い勉強ができるのかなと思いました。進路の役にも立ちました（高校1年）

代表取締役 登大遊氏 ( 筑波大学大学院システム情報工学研究科博士前期課程）、技術開発部 伊藤隆朗 氏
（筑波大学大学院システム情報工学研究科博士後期課程）、株式会社ビビアン 代表取締役 久池井淳氏

理学部情報科学科 准教授　工藤和恵氏

事業
内容

事業
内容

筑波大学発ベンチャー企業
ソフトイーサ株式会社
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Science Edge

グローバルサイエンスリンク
Global Science Link

で地球をつなげる！

分析化学  科学のさまざまな場面で使われる
分離精製と分析

東京大学の学生がファシリテーターを務めたワーク
ショップ。科学のさまざまな場面で必要となる、分離精
製と分析、適切な分析方法を選択する大切さについての
レクチャーと実験を行いました。「光学分析」をテーマに、
まずは光の性質と光学異性体について説明。分かりやす
く噛み砕いてレクチャーするので、聞いている生徒たち
も、「なるほど！」と、どんどん話に引き込まれました。

レクチャー後は、すぐに班に分かれてグループ実験を
スタート。グルコース溶液に光を当て、光の振動の向き

ScienceEdgeは、アジア地域において、科学振興を目的に、その活動領域を広げています。
第2回開催時は中国の復旦大学附属中学（高校生）の生徒が来日し、ポスターセッションに参加しました。

第3回開催となる2013年は、タイ、韓国、中国から40名以上が参加。
英語・日本語ポスター発表やオーラルプレゼンテーションの見学等、短い滞在期間ではありましたが、

日本の中高生との親交を深めました。
また今年は初の試みとして、“科学のアイデアコンテスト”をコンセプトとした、

このつくばScienceEdgeのいわば「上海版」が、
2013年2月23日、中国・上海の復旦大学附属中学で開催されました。
今後も、ScienceEdgeでは、日本を含むアジア地域を中心とした、

海外での科学振興活動を展開して参ります。
英語力の強化、国際交流等、科学をきっかけとして

中学・高校生活での知識や経験を広げる機会として役立ててください。

がどのくらい変わったのか（＝旋光度）を偏光板で調べ
て分析を行いました。グルコース溶液で光の振動方向
が変わることに大きな歓声があがりました。学校の授業
ではあまり取り上げることのない実験や野依良治先生の
ノーベル賞の解説も行われ、生徒にはまたとない学びの
機会になったのではないでしょうか。ワークショップ後
は、実験についての質問などで大いに盛り上がりました
講師が東大の学生ということもあり、進学についても質
問した生徒もいたようです。

つくばScience Edge2013開催前日の夜、タイ、
中国、韓国から来日した生徒（および引率教員、家
族等）と、日本の高校生たちの懇親会が行われまし
た。海外からは約42名が参加。始めは緊張気味だっ
た生徒たちも、すぐに打ち解けて、英語での自己紹
介をきっかけに、それぞれの国の勉強、学校生活、
遊びのことなどを、ワイワイと語り合いました。立
食形式で行われた懇親会でしたが、ほとんどの生徒
が食べる時間を惜しむように、コミュニケーション
をしている姿が印象的。日本からは“バディ”として、
広尾学園高等学校、立教池袋高校、小石川中等教育
学校、茗渓学園高等学校、福島高校、文京学院の生
徒が参加しました。

今年から、ポスターセッションは公開
審査のある「英語ポスター発表」と、「日
本語ポスター発表」が開催されました。
タイ、中国、韓国から参加した生徒は、
ネイティブ（英語）研究者たちの前で、
プレゼンテーション（英語）。公開審査
終了後もポスターの前で、彼らの研究成
果を見に来る大勢の人たち（日本の参加
校の生徒や引率教師、つくばサイエンス・
アカデミーの方々など始め、一般来場者）
に、自分たちの研究成果を英語で紹介し
ていました。

東京大学で開講された滝川洋二先生のゼミ生が中心となって2009年に結成。多くの人に科学の面白さや楽しさを伝
えるために全国の小中学校や科学館で、出張理科教室やサイエンスショーなど、年間100件以上の科学イベントを行っ
ている

東京大学サイエンスコミュニケーションサークル CAST

ワークショップに参加した生徒の感想

東京大学サイエンス
コミュニケーションサークル CAST

TOPIC.1

TOPIC.2

4カ国の生徒が約70名集って、コミュニケーション！

ポスターセッションで見せた語学力と科学力

事業
内容

「ネームカード（手描きの名刺）」を個々が作成し、相手と交換。あらか
じめ用意したカードの数が足りなくなって、急遽、作り足した生徒も多
数！／英語や日本語を取り混ぜて、学校紹介兼自己紹介を、レストラン
の椅子を拝借して１校ずつ順番に行いました

タイ、中国、韓国の生徒たちの英語は非常に
堪能。彼らの積極的なプレゼンテーションに、
日本の生徒たちも刺激を受けたようです

日本および海外からの参加者
で、希望者のみ特別に、コンテス
ト前日に「JAXA見学ツアー」を
敢行。また、コンテスト終了後、
海外からの参加者たちは、福島高
等学校との学校交流のため、バス
に乗って福島へと移動した。震災
被害に立ち向かう
福島をきちんと自分
たちの目で見ておき
たいと応えた生徒も
いました。

コンテストだけではない。
生徒の心に
生き続ける経験を！

話は難しかったが、自分が知らないことを知ることができたので楽しかったです。実
験ができるのが良いと思いました（高校2年）

普段、学校ではなかなかできない実験方法と聞いて、興味がありました。私たちの周
りにある物質を使って分離精製というものをしたのが面白かったです（高校１年）

スライドの説明は、少し自分には難しかったのですが、ワークショップで実際に分離
精製とか、分析ということができたのは、とても勉強になりました。もう少し、時間
がたくさんあるといいなと思いました（高校2年）
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TOPIC.3 ScienceEdge in China

2013年グローバルサイエンスリンク上海大会は

2013年2月23日上海復旦大学附属高校で開催されま

した。今度の大会の目的は青少年の革新的な精神と実

踐能力を培い、科学技術指導のチームの科学資質や技

能を高め、中日両国の友好発展を推進する目的があり

ます。大同高校、復旦大学附属高校、格致高校、交通

大学附属高校の4校が、今大会に参加しました。 復旦

大学物理学部の特別招聘研究員、先進材料実験室PI研

究員、博士課程学生の指導教官——喬山先生/復旦大

学材料科学係教授、博士課程学生の指導教官——陳国

荣老师/復旦大学の副教授、日本研究センターの所長

補佐、副所長——張浩川先生/上海市特級教師——吴

强先生/復旦大学外事部国際交流事務室主任——俞純

麟先生など豊富な経験や専門の知識のある第一線で活

躍する研究者などが、生徒たちのプレゼンテーション

の審査を担当しました。また、約50名の生徒および

教師が、「現場審査員団」として、この大会を見学し

ました。

「グローバルサイエンスリンク上海大会」が、
今年からスタート！

参加校

審査員

主催：Science Edge執行委員会（グローバルサイエンスリンク）

喬　山／�復旦大学物理学部の特別招聘研究員、先進材料実験室PI 研究員、博士課程学生の指導教官。我が国初の同期放射装置の建
設に参加。1993年日本文部省の奨学金を獲得して日本へ渡る。博士大学院生段階で世界最高効率の電子自動旋回分析器を
発明。中国科学院高エネルギー物理研究所の助手研究員、広島大学の教授、米国のローレンツバークレーの国家実験室、ス
タンフォード大学の訪問学者を以前に務めた。

陳国栄／�復旦大学材料科学係教授、博士課程学生の指導教官。上海市電子学会理事； 中国真空学会の高級会員、上海市真空学会の
薄い膜専門委員会の主任。｢機能の材料｣ 雑誌の編集委員。日本でNEC-ANELVA会社、日本慶応大学、日本工業技術院電
子技術総合研究所へ訪問研究。何度も863プロジェクトと国家重点難関プロジェクトを引き受ける。国内外の雑誌で100数
編の論文を発表、20項もの特許を得て、合作著作1部を編集、著作1部を通訳。

吳　強／�上海市特級教師、上海市労技名師基地司会者、復旦大学兼職の大学院生指導者、学生を案内して科学技術革新を指導。

Global Science Link

格致高校の生徒たちは、街燈に反射板を置いて、高い建物の上の
燈体広告に照明を提供するというテーマで発表。省エネ・CO2排
出削減の目標に基づいた、ユニークなアイデアに、審査員も関心
を寄せていました。

格致高校

大同高校の生徒たちは、「薬草を用いた日焼け止め」を研究テーマ
として選択。プレゼンテーションでは、実際に調合した薬草日焼
け止めのサンプルを審査員に配るなどの工夫も。「開発したものが、
実際の商品となって、化粧品市場で取り扱われるようになったら
すばらしいですね」と、審査員も感想を述べました。

大同高校

復旦大学附属高校の生徒は、食物色彩の刺激作用について研究し
た成果をプレゼンテーションした。食物色彩の効果を、実際の生
活で試し、かつ私たちの「飲食構造」の改善も図る提案が行われ
ました。

復旦大学附属高校

交通大学附属高校の生徒たちの研究テーマは、槓桿の平衡。生活
のディテールから着手し、勉強した物理の知識を生かして、科学
的見地からの証明を行いました。

交通大学附属高校

Summary
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TOPICS つくば ScienceEdge に参加して

大変満足した
50%

はい
97.1%

はい
93.8 %

はい
27.1 %

いいえ
6.2%

無回答
2.1%

いいえ
70.8%

いいえ
2.9%

※受験等の理由で参加できない人を除く

中学１年生
6.3%

中学2年生
10.4%

中学3年生
4.2%

高校1年生
25%

高校2年生
37.5%

高校3年生
16.7%

当日参加してくれた皆さんが答えてく
れたアンケート結果をご紹介します。

参加者DATA

英語ポスターセッション第1位
副島智大さん
立教池袋卒
東京大学入学
2013年9月よりマサチューセッツ工科
大学（MIT)に入学予定

英語ポスターセッション第2位
Ms. Nattaphorn Buayam
Yupparaj Wittayalai school

つくばScienceEdge第1回開催から参加している副島さ
ん。国際化学オリンピックに日本代表として参加し、2年
連続で金メダルを受賞するなど、さまざまな科学コンテス
トの参加経験を持つ。「アイデアコンテストは、他のコンテ
スト異なり、発表のスタイルが違うので新鮮。江崎博士を
始めとする科学者とのディスカッションも有意義な体験で
した」と語ってくれました。

Yupparaj Wittayalai schoolの、Nattaphorn Buayam
さんは、「ハイレベルの発表ばかりの中で、受賞できて本当
に嬉しい。頑張った甲斐があった」と満面の笑み。タイか
ら一緒に参加した友人や先生、日本の受賞者や関係者との
記念撮影を楽しんでいました。
※「交流応援隊 通信」www.jtbcorp.jp/koryu-ouentai　より引用

オーラルプレゼンテーション、ポスターセッション等、発表者たちと、江崎博士を始めとする審査員（つくばサイエンス・アカデミー）の博士
らと共に。みなさん、すばらしい研究成果の発表、ありがとうございました！

つくば ScienceEdge2013
参加したみなさん、１日ありがとう！

満足度

参加者

次回も参加を
希望され
ますか？

今度は、英語で
の発表に参加
してみたいで

すか？

後輩や
友人に

伝えたい？

満足した
39.6%

普通
10.4%



第4回開催は、2014年3月21日（金・祝日）（予定）

中高生国際科学アイデアコンテスト
つくばScience Edge2014

■ サイエンスアイデアコンテスト参加条件

１,国籍不問。ただしオーラルプレゼンテーションは日本語（ポスター発表は、日本語または英語）
2,当日のつくば国際会議場に出席できること（交通費の支給はありません）
3,責任者として教員が1名以上いること（当日の出席は必須ではありません）
※1つの学校から複数チームの参加可能。個人参加も受付可能

1. アイデアコンテスト（オーラルプレゼンテーション）
　アイデアをご応募いただいた中から、選考を行います。
　選抜された8チームに、3月21日（金・祝日）の本選で、オーラルプレゼンテーションを行っていただきます。
　審査員による審査により、優秀作品を選定し、表彰いたします。
　なお、書類による選考にもれたチームについては、ポスターセッションにご参加いただきます。

2. サイエンスアイデアや、普段の研究活動のポスター発表（日本語）
　当日、ポスター展示場での発表・紹介をしていただきます。
　ポスターセッション審査員、来場者による投票・審査により優秀作品を選定し、表彰いたします。

３. 英語によるポスター発表（15分単位　※Intel ISEF の発表方式に準ずる）
　上記2と同様です。発表は、英語で行っていただきます。

4. アイデアコンテスト・ポスター発表・ワークショップの見学
　ワークショップのご参加のみでも受付をしています。当日見学のみのご参加もできます。

■ 各チーム、4つの参加形態から、いずれかを選択いただきます。

■ 応募の詳細は

Webサイト

（2013年8月頃、詳細公開予定）
http://www.jtbbwt.com/ScienceEdge/

またはつくばサイエンスエッジ つくばサイエンスアイディアコンテスト 検索

みなさんのご参加
お待ちしています！


